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２９年度､２週間を経て
２９年度がスタートし２週間が経ちました。
笑いあり、涙あり､､､賑やかな４月の園庭。その園庭を囲む新緑の森に子
ども達の声が反響し、まるで屋外劇場のような効果を生み出します。春の
草や木々の芽が勢いよく伸び、池にはオタマジャクシやメダカたちが元気
に泳ぎ、空には春の鳥たちが木々を巡り賑やかに歌声を奏でています。
この園庭は「自然の劇場」。人、生き物、自然との出会いが多くの感動を
与えてくれます。１年で最もエネルギーに満ちあふれ、自然の息吹を感じ
るこの時期、子ども達もたくさんの春に出会い、日々感動を積み重ねてい
ます。

～給食の充実～
子どもの健康のために、おいしい給食を作って
下さる調理員さんをご紹介します。ゆりかご通信
と一緒にお配りしている「献立表」の他、畑でこ
どもたちが収穫した野菜を美味しく調理して給食
に入れて下さっています。
今年度は、畑の活動にも保護者有志の方々にご
参加頂き、野菜の栽培を一層充実させていきたい
と思います。畑担当の新野がレクチャーしながら
楽しく野菜作りをおこなっていければと思いま
す。詳細は後日お知らせします。

４月の様子

進級式、新しい先生とご対面。そして新しいお友達と､､､また一年間よろしくね。

年少さん初登園。カバンや帽子をしまって、みんなでお歌も歌えるようになりました。

粘土､絵本（副読本）､製作（こいのぼり）､､､いろいろできるようになりました。

園庭では、冒険の丘、砂場が人気！ テントウムシも触れたよ⇒

カエル池の生き物たちともなかよしになったよ！

おいしいお弁当、今週からは給食も始まりました！

～対面式～
ホールに全園児が集まりクラスの紹介や歌遊び。年中さんは育てたチューリップを､､
年長さんはヒマワリの種を年少さんにプレゼント！ 最後は年中さんが作った道を通
り、年長が年少さんをクラスまで送ってあげました。



～たけのこ～
親交のある大分県の子ども園さんが毎年たけのこを送って下さいます。皮むきをして
茹でて頂きました。
旬の味を満喫しまし
た！ 当園からはお返
しに畑の「のらぼう菜」
をお送りしました！

～春探し～

園庭では様々な場所で春探しが行われています。カマキリの卵から幼虫が何十匹も
でてくる様子。虫めがねで見るお花の美しさ。特に年中さんはこの虫めがねが興味を
駆り立てます。四季折々の自然に触れ、たくさんの発見をしていくことでしょう。

～里山の萌芽更新～

進級園児さんには以前もご紹介しましたが、森の広場から続く「八王子市の森」、
この一区画の樹木約５０本を３月に伐採しました。里山の樹林が高齢化し、次の若
い樹林を形成するために必要な萌芽更新と呼ばれる物です。本来１５～２０年おきに
行われますが、更新作業が行われてこなかったため、樹齢６０年以上の巨木も見られ
ます。一帯に木が無くなり寂しさを感じますが、一方では日が差して新芽が喜んで伸
びゆく様子もみられ、人と自然とが関わり合い形成してきた里山本来の姿に戻りつ
つあることを実感します。こうした様子を年長さんは間近に観察しています。切り株
に手を当て年輪を数え、萌芽を探します。この里山には「生きた教材」が無数にあり
ます。見て、触れて、感じて、考えて、調べて、話し合う･･･「学びに向かう力」の基礎
を、遊びや体験を通して育んでいるのです。

～年長 園外保育 長池公園～

年長さんは長池公園に。ここは前述の「萌芽更新」が随分前に行われた里山の公園。
伐採したゆりかごのまわりの森が将来どのような姿になるのかを見に行き、教えて頂
くこともねらいの１つでした。余談ですが、レクチャー頂いた長池公園の園長さんも
「内野」さんと言う方で、当園園長と「遠縁かもしれない」とのことでした。びっくり！

～年長 お米作りスタート「種もみ選び」～

森のステージに集まり、８ヶ月にわたるお米作りがスタートしました。昨年とっておいた
お米の種もみを選別し、水槽に卵が浮くぐらいの塩水を入れたらそこに種もみを入れ
ます。水に浮いた種もみは使用せず、沈んだ種もみを使用します。理科の実験のよう
ですが、子ども達は塩を入れることで卵が浮く様子に、「マジックだ!」と驚きの様子
で観察しています。水に沈んだ種もみは真水につけて数日間芽出しをし、育苗箱に
蒔いていきます。こうして稲作の地道な作業が続いていきます。

～香港の幼稚園の視察～

香港にある幼稚園４園の先生約１００名が２日間に渡り視察に来ました。入園間も
ない年少さんが電車ごっこをしながら列になり楽しそうに園庭めぐりをしている様子
を、驚きの眼差しでご覧になっていました。香港ではこの状態に至るまでにかなりの日
数がかかるそうです。また、「ビオトープ（生き物のすみか）」という言葉・教育的意味
がまだ浸透していないようで、カエル池で生き物と触れ合う年少さんを興味深く見て
いらっしゃいました。 毎月のように様々な国の幼児教育関係者が視察に見えますが、
私たちも様々な気付きを与えられます。互いの文化を理解し合う「多文化共生」とい
う観点からも、園児、教師両方の国際交流が図られることの重要性を感じます。


